
第

二

三

回

 
「

二

・

一

一

思

想

と

 

 
 

信

教

の

自

由

を

守

る

集

会

」

に

参

加

を

！

 

 

◆

去

る

一

月

一

四

日

、

小

泉

首

相

は

、

昨

年

四

月

、

一

昨

年

八

月

に

続

い

て

、

三

た

び

靖

国

神

 

社

参

拝

を

強

行

し

ま

し

た

。

 

 

◆

靖

国

神

社

と

は

、
「

天

皇

」

の

た

め

に

戦

っ

て

死

ん

だ

人

々

を

「

英

霊

」

と

し

て

祀

り

、

軍

 

国

主

義

と

侵

略

戦

争

を

遂

行

す

る

シ

ン

ボ

ル

そ

の

も

の

で

あ

り

、

戦

争

賛

美

の

根

源

で

す

。 

 
 

な

の

に

、

な

ぜ

、

日

本

の

歴

代

の

多

く

の

首

相

は

、

ア

ジ

ア

諸

国

か

ら

の

厳

し

い

批

判

が

 

あ

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

靖

国

参

拝

を

強

行

す

る

の

で

し

ょ

う

か

。

 

 
 

 

そ

れ

は

、
あ

の

侵

略

戦

争

・

植

民

地

支

配

を

反

省

し

な

い

ど

こ

ろ

か

、
そ

れ

ら

を

正

当

化

 

し

よ

う

と

し

て

い

る

か

ら

で

す

。

 

 

◆

ま

た

こ

の

靖

国

神

社

を

受

け

皿

と

し

て

、

か

つ

て

の

日

本

の

軍

国

主

義

・

天

皇

制

は

維

持

さ

れ

て

き

ま

し

た

。

 

 

し

か

し

、

五

七

年

前

の

敗

戦

と

、

現

憲

法

成

立

と

共

に

、

従

来

の

天

皇

制

に

関

す

る

こ

と

 

は

す

べ

て

廃

棄

さ

れ

た

は

ず

で

し

た

。

 

 

け

れ

ど

も

、

日

本

政

府

が

、

戦

前

・

戦

中

の

天

皇

制

国

家

の

復

権

を

意

図

と

し

て

、

三

〇

 

余

年

前

に

、

新

た

に

「

建

国

記

念

の

日

」

を

定

め

、

ま

た

「

靖

国

神

社

」

を

さ

ま

ざ

ま

な

形

で

擁

護

し

よ

う

と

も

く

ろ

ん

で

お

り

、

そ

れ

ら

の

一

環

が

、

首

相

の

靖

国

参

拝

な

の

で

す

。

 

 

◆

つ

ま

り

今

、

日

本

政

府

は

、

か

つ

て

の

軍

国

主

義

の

反

省

を

し

な

い

ば

か

り

か

、

開

き

直

り

、

憲

法

に

定

め

た

「

戦

争

放

棄

」

を

「

放

棄

」

し

、

明

ら

か

に

戦

争

を

す

る

国

へ

と

突

っ

走

っ

て

い

る

の

で

す

。

 

 

そ

れ

故

、

ア

メ

リ

カ

の

無

法

な

イ

ラ

ク

攻

撃

の

支

援

の

た

め

に

、

イ

ン

ド

洋

に

「

イ

ー

ジ

 

ス

艦

」

を

も

派

遣

し

、

そ

れ

ら

を

合

法

化

す

る

た

め

に

、

ま

た

新

た

に

「

復

興

」

支

援

新

法

を

も

提

出

し

よ

う

と

し

て

い

ま

す

。

 

◆

こ

の

よ

う

な

日

本

の

情

勢

を

ど

う

考

え

、

ど

う

対

処

す

れ

ば

良

い

の

で

し

ょ

う

か

！

 

 
 

共

に

、

こ

の

こ

と

を

考

え

よ

う

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

 

 

◆

ぜ

ひ

、

ご

出

席

く

だ

さ

い

！
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│

日

時

 

二

〇

〇

三

年

 

二

月

十

一

日

（

火

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
│

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午

後

二

時

開

会

（

開

場

一

時

半

）

～

閉

会

四

時

半

予

定

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
│

場

所

 
 

浜

松

市

労

政

会

館

会

議

室

（

浜

松

市

東

伊

場

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
│

講

演

（

仮

題

）
「

現

代

を

ど

う

生

き

る

か

？

」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
│

講

師

 
 
 

高

橋

 

哲

哉

氏

（

東

京

大

学

教

授

・

哲

学

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
│

 

 
│

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（

尚

こ

の

集

会

は

、

二

〇

余

団

体

の

共

催

に

て

開

催

さ

れ

ま

す

）

 
│
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┌
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─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
┐

 

 
 

 
│

 

二

〇

〇

三

年

二

月

九

日

（

日

）

第

四

三

二

回

・

憲

法

を

守

る

平

和

行

進

 
 

 
 

 
│

 

 
 

 
│

 
 

 
 

浜

松

市

憲

法

を

守

る

会

 

事

務

局

 

浜

松

市

紺

屋

町

三

〇

一

～

十

五

 
│
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